
宇部興産バドミントン部ニュース　　VOL37

　　中国実業団　奮闘記

日時： 平成30年5月19日～20日
場所： 広島県　安芸区スポーツセンター
結果： 準優勝

【予選リーグ】
　米元監督になって本年度初の大会。新体制のもと、若手の力試しともなる大会です。
予選リーグでは、マツダＢとクラレと対戦。両試合とも若手を中心としたメンバーで出場し
１ゲームも落さず快勝、１位通過を果たします。

【決勝トーナメント】
２日目は決勝トーナメント戦。宇部興産はシードにより２回戦目からスタートです。
相手は広島市役所。１回戦目でＮＴＮを下して勝ち上がって来ました。
ここで、宇部興産は米元監督が選手に激を飛ばすためか自ら先発出場しました。その勢いで
チームは快勝でし。
続く３回戦目（準決勝）も順当に勝ち進みます。ここまで１ゲームも落とさない快進撃です。
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森永 雅弘 2 0 河端 洸輔

予選リーグ１試合目

青見 　領 2 0 安永 　怜

2 0
曽我部 義之
河端 洸輔

宇部興産 5 0 マツダＢ

佐野 拓磨 2 0 村上 立真

2 0

山下 貴史
森永 雅弘

古川 優太
古城 　晃

山崎 達也
村上 立真
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予選リーグ２試合目

宇部興産 5 0 クラレ

青見 　領
森永 雅弘

2 0
西村 将大
佐藤 和哉

古川 優太
山下 貴史

2 0

佐野 拓磨 2 0 山室 博亮

古川 優太 2 0 佐藤 和哉

加賀 竜也
浅原 　徹

古城 　晃 2 0 西村 将大
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決勝トーナメント２回戦

宇部興産 3 0 広島市役所

青見 　領
森永 雅弘

2 0
豊田 晃弘
岩崎 　俊

古城 　晃
米元 優樹

2 0
村上 勝己
岡田 佳昌

森永 雅弘 佐々木 寛典

佐野 拓磨 2 0 川本 隆寛

古城 　晃 岩崎 　俊
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決勝トーナメント３回戦（準決勝）

宇部興産 3 0 JFEﾌﾟﾗﾝﾄｴﾝｼﾞ

2 0
小野 惇弘
水川 文人

松尾 光平
古城 　晃

2 0
佐野 宏太
坂本 泰晟

青見 　領
森永 雅弘

2 0 坂本 泰晟

森永 雅弘 田島 　拳

佐野 拓磨

小野 惇弘古城 　晃



【決勝戦】
いよいよ決勝戦。一番の正念場です。相手は昨年度と同じ対戦カードになるだろうと予想して
いたＪＦＥ物流ではなく、Cheerful鳥取が勝ち上がって来ました。
鳥取県国体選手に含め、新人の加入で勢いにのるチームです。

幸先よくダブルスを先取して王手をかけた後、シングルス３つを落としての敗戦。
あと一つのシングルスが取れなかったことが悔やまれる結果でした。
現在の宇部興産の弱点が露呈された内容で、今後の実業団大会そして日本リーグに
向けての課題が明らかになりました。
今後は安定したダブルスに併せて、シングルスで勝ちきる選手を育てその団体戦を
勝ち進めるチーム作りに取り組んでいきます。
気持ちは次の全日本実業団大会での巻き返しです。
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決勝トーナメント　決勝戦

松尾 光平
古城 　晃

2 0
小林 寛哉
湯谷 亮介

宇部興産 2 3 Cheerful鳥取

佐野 拓磨 1 2 松下 修基

青見 　領
森永 雅弘

2 0
斎尾 聡宏
花本 大地

古城 　晃 0 2 花本 大地

森永 雅弘 0 2 小林 寛哉


